
大学等の「知」の価値の可視化に係る
課題検討WG（第５回）

2023年2月13日

経済産業省
産業技術環境局

技術振興・大学連携推進課、大学連携推進室



• 本日のWGの位置づけ、及び
アジェンダの確認

• 第3回 無形資産の可視化研究会
の議論のご共有

• 大学等の「知」の評価・算出のため
のハンドブック (案) についての討議

第5回
大学WG
アジェンダ



• 本日のWGの位置づけ、及び
アジェンダの確認

• 第3回 無形資産の可視化研究会
の議論のご共有

• 大学等の「知」の評価・算出のため
のハンドブック (案) についての討議

第5回
大学WG
アジェンダ



大学WG - 全体の流れ

 本日は全5回大学WGの最終回となるため、議論の取りまとめ（大学等の「知」の評価・
算出のためのハンドブック）についてご議論頂きたい。

9/13（火）
17:00-19:00

10/3（月）
13:00-15:00

11/1（火）
13:00-15:00 

11/28（月）
15:00-17:00

2/13（月）
12:00-14:00

時期

大学のもつ「知」の価値付け/大学のマネジメントに
対する支出に関する先行事例紹介

評価・算出方法の実務に関する事例紹介
• 会計処理、情報提供の方法、契約の方式 等

大学等が提供し得る「知」と創出し得る価値を
踏まえた「知」の価値の評価・算出方法の議論

第1回～第3回で議論していない論点の深堀り/
取りまとめ（案）骨子についての議論

取りまとめ（案）についての議論

内容

#1

#2

#3

#4

#5

産学協創において、
大学が提供し得る「知」と
創出し得る価値を踏まえた
「知」の価値の評価・算出方法

その他論点/ 取りまとめ（案）
骨子についての議論

取りまとめ（案）についての議論

取り上げる論点



 本日は大学WGの取りまとめ（案）について委員の皆様からご意見を伺いたい。

第５回 大学WGの進め方

第５回大学WGのタイムライン

(1) 本日WGの位置づけと進め方のご確認 〈2分〉

(2) 第3回無形資産の可視化研究会の議論ご共有 〈5分〉

(3) 大学等の「知」の価値の評価・算出のためのハンドブックに関する議論 〈100分〉

• 各委員からのコメント（5分×7名＝35分）
• 自由討議（65分）

– 特に事務局からは、《考え方A. 欧米でスタンダードな積み上げを前提とした、
日本の「受託研究制度」を再整理する際のポイント≫をお伺いしたい
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6

ディープテック・エコシステムの全体像

事業価値創造各ステークホルダーの連携

リソース
(出資、研究費 等)

新規事業創出に
向けた共同研究 等

リソース (寄付 等) 

教育、寄付に
対する税控除

リターン

ベンチャーの創出

クロスアポイントメント

ディープ
テックSU大学

リソース
(出資 等)投資家

事業会社

CVC

新規事業創出に
向けた共同研究 等

リソース
(寄附、研究費 等)/
クロスアポイントメント

事業
アイディア

事業価値

技術
シーズ

大学WGの
主な検討範囲

SU-WGの
主な検討範囲

 ディープテック領域の新興に向けては各プレイヤーが相互に理解・連携し、技術シーズの
創出と社会実装を通じた価値の実現と、それを再投資につなげる好循環の形成が重要

ご確認したい点 – ハンドブックの「終わりに」に記述
することを考えているが、内容に違和感はないか。
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 大学WGの取りまとめ（大学等の「知」の価値の評価・算出のためのハンドブックに関する
議論）について、以下の段取りでご議論させて頂きたい

第５回 大学WGの目的と進め方

•各委員からのコメント（5分×7名＝35分）
•自由討議（65分）

– 特に事務局からは、《考え方A. 欧米で
スタンダードな積み上げを前提とした、日本の
「受託研究制度」を再整理する際のポイント≫
をお伺いしたい
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